
2016.4.19 ～　4.23  於：　研医会会議室

名 生年 没年 主な本草関連の著作　<太字は展示書>　(　）内は成立年または序跋の年

1 貝原益軒 1630 1714 花譜　菜譜　　1.大和本草（１７０９宝永7）

2 岡本一抱 1654 1716 2.広益本草（和語本草綱目）(１６９８元禄１１)

3 稲生若水 1655 1715 3.炮炙全書ほうしゃぜんしょ（１６８９元禄２）  4.本草図翼（１７１４正徳４）   庶物類簒   5.詩経小識（１８１２文化９）

4 松岡恕庵 1688 1746 6. 用薬須知（１７１２正徳２自序　１７２６享保１１刊）　　7.袖珍本草雋（１７５６宝暦６）
8.食療正要（１７６９明和６）　　9.本草綱目記聞（１８１６文化１３）　　　　救荒本草

5 丹羽正伯 1691 1756 10.普及類方（１７２９享保１４）   庶物類簒

6 松平君山 1697 1783 11.本草正譌ほんぞうせいか（１７７６安永５）

7 田村藍水 1718 1776 12.物類品隲ぶつるいひんしつ(鑑定）（１７６３宝暦１３）   13.人參譜(１７４３寛保３)

8 平賀源内 1728 1780 14.物類品隲(編）（１７６３宝暦１３）　１１．と同じ

9 小野蘭山 1729 1810
15.花彙（１８０３享和３）初版は１７６５　　 16.昆蟲草木略（１７８５天明５）
17.本草綱目啓蒙　３版（１８４４天保１５）初版は１８０３再版は１８１１ 　４版は１８４７
18.救荒本草記聞（１８１１文化８）　　19.薬名考（１８２３文政６）　　20.大和本草記聞

10 木村兼葭堂 1736 1802 21.兼葭堂遺物（奇貝図譜・禽譜ほか）（１７７５安永４）昭和の複製   22.兼葭堂雑録（１８５９安政６）

11 山本亡羊 1778 1859 23.救荒本草記聞

12 水谷豊文 1779 1833 24.物品識名(１８２５文政８)

13 飯沼慾斎 1782 1865 25.草木図説（１８５６安政３）

14 岩崎灌園 1786 1842 26.本草図譜（１８２８文政１１） 　　27.草木育種（１８１８文化１５）
28.本草図譜（１９１６－１９２１大正５－１０）

15 宇田川榕菴 1798 1846 29.植学啓原（１８３４天保５）   菩多尼訶経     30.舎密開宗せいみかいそう（稿本か。出版は１８３７天保８　）
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参考展示書籍

1 本草綱目補物品目録　後藤光生　梨春：編輯

2 阿蘭陀本草図巻　（彩色）

3 草木鑑　（植物標本）

4 設色本草綱目図　（彩色）

5 蘭畝俶載　（サフランの図、ポンプの図ほかあり）

参考文献

・ 伊藤圭介　　杉本勲：　著　　吉川弘文館（１９６０）

・ 近世伊勢における本草学者の研究　　松島博：著　　講談社（１９７４）

・ 本草概説　　岡西為人：　著　　創元社（１９７７）

・ 江戸の本草　薬物学と博物学　矢部一郎：著　　サイエンス社（１９８４）

・ 飯沼慾斎　　飯沼慾斎生誕二百年記念誌編集委員会：編　　飯沼慾斎生誕二百年記念事業会（１９８４）

・

・ 渡来薬の文化誌　オランダ船が運んだ洋薬　　宗田一：著　　八坂書房（１９９３）

・ 江戸長崎紅毛遊学　杉本つとむ：著　　ひつじ書房（１９９７）

・ 木村兼葭堂のサロン　　中村真一郎：著　　新潮社（２０００）

・ シーボルト『フローラ・ヤポニカ』日本植物誌　　木村陽二郎・大場秀章：解説　　八坂書房（２０００）

・ 本草学と洋学　小野蘭山学統の研究　　遠藤正治：　著　　思文閣出版（２００３）

・ オランダにおける蘭学医書の形成　　石田純郎：　著　　思文閣出版（２００７）

・ それでも江戸は鎖国だったのか　オランダ宿　日本橋長崎屋　片桐一男：著　　吉川弘文館（２００８）

・ 小野蘭山　小野蘭山没後二百年記念し編集委員会：編　　八坂書房（２０１０）

・ ケンペルとシーボルト　「鎖国」日本を語った異国人たち　　松井洋子：著　　山川出版社（２０１０）

・ 平賀源内の研究　大阪編　源内と上方学界　　福田安典：著　　ぺりかん社（２０１３）

・ 江戸の理系力　　洋泉社編集部：編　　洋泉社（２０１４）

・ 江戸時代　翻訳語の世界　杉本つとむ：著　　八坂書房（２０１５）

・ 鎖国論　　志筑忠雄：　訳　杉本つとむ：　校註・解説　　八坂書房（２０１５）

宇田川槐園　著

ふくおか人物誌１　貝原益軒　　西日本人物誌編集委員会：編　　西日本新聞社（１９９３）　

１８３１　天保2年　写

延壽院　橘玄淵　識

１８１６　　文化13年　

１７５２　　宝暦2年　跋
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